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（2015 年 4 月 1 日受付；2015 年 5 月 22 日受理）
　Abstract:　A study on the limnological and ecological characteristics of maritime 
Antarctic lakes on Byers Peninsula, Livingstone Island, South Shetland Islands, West 
Antarctica, was conducted by the Spanish Antarctic Research Campaign during the 
2014/15 season, in cooperation with the research program of the 56th Japanese Antarctic 
Research Expedition. Limnological surveys of three hillside lakes and three lagoons near 
beaches were conducted under conditions of heavy snow cover. Soils and biological 
samples in the catchment areas of the lakes and lagoons were also collected and analyzed. 
The hillside lakes were covered by thick ice and snow, which maintained winter water 
conditions in the lakes, such as irreversible stratification, oxygen depletion of bottom 
water, very weak underwater light conditions, etc., even in mid-January, although 
swimming zooplankton were abundant. Water samples were also collected in coastal 
lagoons and streams, an environment in which birds and marine mammals transport 




解せず表出もしていない状況の中，2015 年 1 月 12⊖25 日の野外調査期間において，
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1．　は じ め に
　このスペインとの外国共同観測は，2012 年に国際学会参加のために来日したマドリッド





Fig. 1.  Location of Byers Peninsula on Livingston Island, South Shetland Islands, maritime Antarctica. Square in 
the bottom ﬁgure indicates research area.
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代は，氷河後退後の露出や湖沼成立の時間的履歴から約 1 万年前以降とされており（Toro et 
al., 2013），宗谷海岸露岩域湖沼群とほぼ同じである．しかし，海洋性南極に位置するためか，
昭和基地周辺には生息しない水棲昆虫類を含む動物群集が湖沼中に生息しており，生態系と
しての多様化が進んでいることもこれまでの研究で報じられている（Camacho et al., 2012; 
Toro et al., 2007）．海洋性南極と東南極それぞれの露岩上にある湖沼群の特性を比較するこ
とによって，湖沼生態系の成立やその後の発達に関する原理的な知見が得られることを期待
し，バイヤーズ半島での共同観測に向けた話を進めた．
　2013/14 年の観測シーズン（第 55 次夏）では，スペイン極地委員会からバイヤーズ半島国
際キャンプ地での観測キャンペーンの実施体制が整わないとの連絡を 2013 年の夏に受けた．






























　観測実施期間は，例年ならば湖氷の融解消失期である 1 月を中心に 1 カ月程度として，物
資輸送や派遣人員の現地入りスケジュールを調整した．観測物資はスペイン・ファンカルロ




丸印で Camp site として表示．
Fig. 2.  Research area, main routes, and lakes on Byers Peninsula. The circle indicates the international campsite 
for ﬁeld research.
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確保しながら全体の旅行日程を短縮すべく，1 月 6 日に日本を出発，9 日にプンタアレナス
からチリの民間航空会社である DAP 航空が運航するキングジョージ島行きの旅客機を利用
し，そこから RV Hespérides とゾディアックに乗りついで国際フィールドキャンプ地入りす
る日程を計画した．今年度のフィールドキャンプ撤収は 1 月 25 日前後で，チリ海軍艦
Aquiles（アキレス）に調査チーム全員が収容されて復路に就く予定であった．Aquiles がキ




　当初計画に従ってプンタアレナス入りし，1 月 9 日午前 5 時にプンタアレナス空港から







がキャンセルされ，ヘリコプター運航が可能となった 1 月 12 日まで，チリの観測基地であ
るエスクデロ基地に滞在して天候回復を待った（図 5）．









Table 1.  Spanish Antarctic Campaign 2014/15 on Byers Peninsula, Livingston Island.
図 3　プンタアレナス―キングジョージ島間を結ぶ DAP 航空のジェット旅客機（BAe146-200）






Marcelo Leppe 博士（INACH 所属）から，バイヤーズ半島の詳細な地形図の提供や行動上の




Fig. 4.  A Brazilian air force plane (C-130) beside the runway on King George Island.
図 5　チリ・エスクデロ基地外観

















　我々よりも 1 週間前に RV Hespérides に乗り込んでキャンプ地入りしていたスペインチー
ムは，2 名のフィールドアシスタント，2 名の永久凍土の研究チーム，3 名の湖沼微生物研
究チーム（湖沼堆積物とウイルス研究がメインテーマ）の 7 名（うち女性 1 名）で構成され
ていた（図 8）．2 名の研究者（女性研究者 1 名と男性研究者 1 名）を除き，その他のメンバー
図 6　バイヤーズ半島国際キャンプ地









Fig. 7.  Mound-like colonies of Deschampsia antarctica on a sand dune on South Beach, Byers Peninsula.
図 8　2014/15 シーズンのバイヤーズ半島野外調査メンバー













































Table 2.  Field work on Byers Peninsula.
251バイヤーズ半島湖沼群観測報告
での栄養物質の移送や供給源となっていることが推察された．
　1 月 13 日には半島中央部にある湖沼群までのルート設定と湖沼の状況視察を行った．キャ
ンプ地から 2 km ほど離れた湖（Limnopolar Lake）まではすでにルート設定がなされ，要所
には赤旗が設置されていた．この湖までは赤旗と先行者のトレース伝いにたどり着くことが




差 100 m ほどの雪原を，GPS と地図，ところどころ見え隠れする岩峰などを頼りに，調査対
象湖沼を探し歩いた．
　ルート伝いにたどり着いた Limnopolar Lake 湖岸付近や湖氷上は完全に雪で覆われて，湖
岸と湖面の境界すらも目視認識することはできなかった．GPS に表示された地形図から湖
の中央付近と想定される平坦な場所には，先行したスペイン微生物研究チームが雪をのけて
湖氷に穴をあけた場所があった．水深およそ 5 m の湖盆中央部にあけた穴周辺には 30⊖50 cm
の積雪があり，雪と氷の狭間には水が数十 cm の厚さで染み出していた．湖氷は 1 m を越え
る厚さだった．
　Limnopolar Lake から先は，典型的な羊背地形の岩峰（Chester Cone）を目印に，雪で覆わ




Fig. 9.  Elephant seals (Mirounga leonine) on seaweed washed up onto the beach.
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　翌 14 日，手始めに Limnopolar Lake 中央部に開けられた穴から湖底の様子を小型ビデオカ
メラ（GoPro HERO4，GoPro 社）を使って水中撮影し，多項目水質計と分光放射計で水質と
入射光の観測を行った．水深 5 m 弱の湖底には水棲コケがパッチ状に群生し，水中を泳ぐ動
物プランクトンの姿が水中カメラ映像で捉えられた．厚い氷とその上の雪の影響で，湖中の
光環境は極度に暗く，また，水温鉛直構造からは 1 月半ばにして湖表層付近が 0 ℃付近を保っ
ており，水深が増すほどやや温度が上昇するという逆成層構造をとっていたことが判明した．
　1 月 15 日には，再びフィールドアシスタント 1 名の協力を得て 12 V バッテリーと電動モー
ター式ドリル，ハンドドリルを橇に搭載し，Midge Lake，Chester Cone Lake，Limnopolar 
Lake に搬送して観測孔を穿った（図 10）．この 3 湖沼は半島内部の丘陵地帯にある貧栄養淡
水湖とされ（Toro et al., 2007），Midge Lake は半島部で最大の水深（8.5 m）をもち，水棲昆
虫（ユスリカ）の生育が確認されている湖，Chester Cone Lake は比較的浅いが（5.0 m），湖
氷下に周年湖水を保ち動植物相が豊かとされている湖，Limnopolar Lake はバイヤーズ半島
丘陵部湖沼群で最大集水域をもつ湖という特徴をもつ．これら湖沼において 1 月 16 日から
3 日間を要して，水質環境測定と生物および湖水試料採集を実施した．水中映像観測ではす
べての湖沼内に水棲コケの繁茂，ナンキョクホウネンエビやカイアシ類などの動物プランク
トンが群遊していることを確認した．また，Limnopolar Lake 同様，Midge Lake と Chester 
Cone Lake においてもなお，湖水は逆成層構造をとって鉛直循環していない状況を保ってお
り，特に Midge Lake では 8.5 m の湖底直上 50 cm 程度までに黒い貧酸素水塊の存在が水質観
測と水中映像記録から認められた（図 11）．過去，このエリアの湖沼環境を調べた報告では，
1 月には湖面を覆う氷が消失して湖水の全層鉛直循環が生じる，いわゆる極地の淡水湖沼の
図 10　Chester Cone 湖氷上での観測孔掘削
Fig. 10.  Drilling operations on Chester Cone Lake.
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典型的な混合パターンである年 1 循環（Cold monomictic）をとるとされており（Rochera et 
al., 2010），この地で過去 15 年間にわたって 7 回の観測経験をもつスペイン湖沼微生物チー










図 11　Midge Lake での水温・酸素濃度鉛直プロファイル
Fig. 11.  Vertical proﬁles of water temperature (℃ ) and percent oxygen saturation (%) in the water 
column of Midge Lake.
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Velázquez et al., 2011; Villaescusa et al., 2010）．
　1 月 18 日からは海岸線に沿って露出している潟湖を対象とした観測，ならびにそれら周
辺の流域観測を開始した．サウス浜ならびに半島西側のプレジデント浜には水深 1 m に満た
ない浅い潟湖が夏期間に出現するようで，これまでにもいくつかの調査実績がある．周辺に
は大型哺乳類や海鳥類の繁殖活動場所があって，海岸部潟湖はこれら活動の影響を強く受け
ていると報じられている（Villaescusa et al., 2010, 2013）．これら海岸部の浅い潟湖の成因は
砂丘で海と隔離されたものであることが地形図上から読み取ることができる．いずれも夏季
には背後の丘陵部からの雪解け水が流入して涵養されている．また，潟への流れ込みにはこ





の水のサンプリングと潟湖での水質観測を 1 月 18 日と 20 日に実施した．デビルズ岬につな
がる丘には 1 万羽を超えるこの島で最大規模のジェンツーペンギン営巣地があり，これに混
図 12　プレジデント浜の浅い潟湖










Fig. 13.  A round colony of Colobanthus quitensis on the hill near Devils Point, Diablo.
図 14　プレジデント浜と丘の上のルッカリーを往来するジェンツーペンギン
Fig. 14.  Pygoscelis antarctica observed between President Beach and their rookery on a nearby hill.
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採集を実施した．
　また，1 月 21 日と 22 日にはサウス浜に沿って季節的に出現する複数の小河川流域におい
て水質分析用試料を採集し，これをキャンプ地のサイエンスハットで処理して冷蔵および冷










での夕食時に交わされる情報交換では，撤収が当初の計画である 1 月 25 日よりも早まって，
23 日夜になる可能性，あるいは 24 日早朝になる可能性なども語られることがあった．しか
し艦のトラブルなどもあったようで，そのたびごとに撤収計画が変更され，結局，撤収は
25 日正午頃まで実施されなかった．
　1 月 25 日，風も弱く穏やかで晴れ渡った朝を迎え，キャンプ地のすべてのテントをたた
んで午前 8 時前にはサウス浜海岸で推定 5 t 以上の物資とともに，ピックアップに来る艦の
図 15　ルッカリーとプレジデント浜の間の残雪上に発達した氷雪藻類
Fig. 15.  Snow algae blooming on a snowﬁeld between President Beach and the penguin rookery on the hill.
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　チリ海軍艦 Aquiles に運び上げられた観測物資ならびに採集試料は，ファンカルロス I 世
基地の今シーズンの観測終了時にスペイン観測船 RV Hespérides によって一旦スペインへ輸
送され，その後日本へ空輸する予定である．バイヤーズ半島で，今シーズンの活動をともに













Fig. 17.  Members of the research campaign (wearing immersion suits) recovering research 































Antonio Quesada 博士，ならびに今年度の観測の調整にはスペイン南極観測設営担当 Unidad 
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